






小児の慢性腎不全に対し、行った食事療法の治験データの解析方法について検討し、それ

を適用して食事療法の有効性を検証した。その結果、血清クレアチニン値の逆数(1/CRS)

の勾配は、治療前は平均－1.17、治療後－O.90 で、負の勾配の絶対値が、有意に減少した。

臨床データについては、前後のデータに符号検定を適用したところ、5%水準で有意であっ

たものは、血圧(下降)、Hb(下降)、P(下降)、アルブミン(上昇)であった。 


